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１．はじめに
　よい発声に大切なのは、発声にかかわる筋肉が最も良好な運動がなされることであるが、これは発声
する者が感じるうる感覚ではなく、客観的視点から身体機能面の運動性を述べたことである。発声の主
体からすれば、そのような客観的な視点を意識すればするほど、筋肉は自然な運動性を失っていく。歌
唱者として知りたいことは、客観ではなく主体の視点から見たときの感覚である。「私」の脳は一体、
どのように物事を捉え、それはどのような構造によるものか。その認識を踏まえた上で、主体者として
何をすれば、自然な筋肉運動を起こさせることができるのだろうか。そのために、歌う者の意識と無意
識の関係性について心理学、物理学、大脳生理学、禅からの見地を交えつつ、筆者なりの実践的な感覚
からその様相を考察していきたい。
２．これまでの声楽的発声法の研究
　歌唱における身体の使い方について、細部にわたって理論的かつ系統的に述べられた論文や著書は少
ない。その中でも、声楽的発声法の研究で広く知られているのはスイスのフースラー１）である。フース
ラーは身体器官の運動機能や、生理学的・解剖学的知見を取り入れた研究により、よい発声の実際につ
いて論じている。それらは、確かに歌唱発声上の効果を得られるものとして、多くの声楽家によって実
践されている。フースラーは身体の様々な部位の理想的な運動について、それぞれの必要な状態を述べ
ているが、最終的に多くの声楽学習者は、確固たる「一つの方法」を求めていることが多い。その傾向
を持つ理由は、実際の歌唱では、音楽を止めて考えることができないという時間の制約があり、ひとた
び歌いだしたら、身体について同時に複数のことを意識することなどできないからであろう。仮にそれ
ができたとしても、その先に求められる曲想や音楽性にまでは頭が回らなくなってしまう。ここで、
フースラーのように詳細には示さずとも、一般的で、かつ基本的なメソッドを考えてみると、良好な発
声には少なくとも次のことが、全て成されていることが必要である。
　　　①　発声にかかわる筋肉だけが、その箇所ごとに最適度の力で作用している。
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　　　②　①の筋肉以外は、リラックスしている。
　　　③　①②が瞬間的ではなく、続けられる。
　これら①②③は全て相関している。①②は同義であるが、歌唱者（主体）から見て「それら各々が成
されていないといけない」という意識がある。①②がうまく行われていると思われても、③の持続性が
成されないときは、それは①②に問題があることが主な原因である。したがって身体機能を「意識し
た」歌唱法は、学習者にとってややこしく、どれも抜かりないものとして成されなければならないプ
レッシャーから、非常に厳密で難しいものとしてとらえられることがしばしばある。
３．発声法を理論的に学ぶことが困難な理由
　発声には腹（最下腹部、下腹部、みぞおち、横隔膜、脇腹など）、背筋、咽喉、口腔、顔面…等の各
部位の中に、いくつもの細かい筋肉が関わっているが、それら全てが必要量の運動をしてこそ、美しい
声が生まれるのである。果たして、これらがどこまで人間の意識（配慮）でまんべんなくコントロール
されることができるだろうか。どこかが突出もせず、欠けることもなく、全てに力を入れるのでもな
く、全てが緩んでいるわけでもない。ここでボールの遠投を例にとって考えてみたい。ボールの飛距離
を向上するには、技術的にいって「力み」と「ゆるみ」のどちらも必要であり、言いようによっては、
どちらも不要である。このとき、各部位ごとに最適度の力がバランスよくかけられているが、これは各
部位を意識的に動かしている訳ではない。もう１つの例として、自転車が乗れるようになった人は、走
行中のバランスを意識してとっている訳ではない。これらは心理学で「手続き記憶」とよばれるメカニ
ズムで、その行動全体は有意識に分類される。しかし、各部位の筋肉を動かしている主体の感覚として
は「意識していない」、つまり無意識である。歌唱する立場からすると、ある部位について明らかに無
意識とならなければ、どうしても得られない声がある。それは、その筋肉の良好な運動性が得られない
という筋肉の性質である。それは「力を抜いた感覚を持つ」といった「偽りの無意識」とは違い、運動
している部位において、完全に意識の中から外れた無意識となっていなければならない。このとき、運
動している意識が強くなればなるほど、意識から外れる無意識の造成には、失敗に対する恐怖が見え隠
れするのである。先の例をとっても、これらはいわば「身体不在」の無意識下で筋肉が連携運動してい
ることであり、その前提に、「投げよう」「歌おう」といった意識があるのである。そのような身体不在
の無意識が生みだす完全なる筋肉の連携運動によって、よい声が生まれる。いわば「自動的」である。
よい声が生まれない原因はその連携運動を阻害する「雑念」ともいうべき、ある意識があるときであ
る。力は最大限に発揮している状態―しかしその姿は力を入れては得られない。意識的にある形やスタ
イルを目指せば、自分の体は徐々にこわばりを増していく。だから、真実な美しい声を追求しようとす
る声楽家は、それがおのずと生じる「現象」と、自身の「偽りない無意識」との狭間でもだえながら、
意識・無意識と戦う存在でもある。察するに、「意識していて意識していない」という不可解な心理的
スタンスが、主体の中に持たれているように思われる。
４．意識と無意識
　人は意識することで無意識になる。一見矛盾したことだが、ある一点に意識を向けたとき、人はその
瞬間にして、それまで知覚していたことに対して無意識になる。逆に、それまでの知覚を捨て去り、無
意識になったときに、新たな一点に意識が向く（気づく）ものである。こんなことがある。山登りの最
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中で、それまでのおしゃべり（＝知覚）をやめ、ふと無意識になったとき、それまでは気づかなかった
鳥のさえずりや木々の揺れる音に包まれていたことに気づく。このことを詳しく考えてみると、それま
で存在という感覚がなかった“さえずり”は、改めて振り返れば、おぼろげに記憶されていたりするこ
とがある。音の「無き跡」を感じるとでもいうべきだろうか。聴えていたのか、聴こえていなかったの
か、本当は断言できない。しかし、私たちは理性的で現実的な判断をすると、意識される前から音は
鳴っていた（はずだ）から、そのとき音の「実体」の存在は確認していないが、心の中に、聴
・
こ
・
え
・
な
・
か
・
っ
・
た
・
音の記憶が残っているので「音はあった。聴こえていた。」と言うだろう。実体は確認ができな
かったのに、心の中にある「感じ」だけが、証拠になっているのである。これは科学的な意味で客観的
な（実証されうる）判断ではないのに、「音があった」という判断こそが現実的だ、と脳が激しく支持
しているのである。
　さて、いま一度この例を考え、図にしてみたい。
１）音に気づく前段階では、意識されていない刺激（音）を受けていた。したがって無意識の中で
刺激があったから、意識に至った（図１）。
　そして、もう１つのことが言える。
２）意識があったから、無意識の中の刺激に気づいた（意識がなかったら刺激には気づかなかっ
た）（図２）。
　したがってこの関係を簡単に述べると、無意識と意識は互いに内包し、互いを生じさせる前提となっ
ている。対立する２つが、どちらが先ともなり、またどちらが条件でもある。そのように考えると、意
識と無意識は対立する二項ではなく、「同じもの」ということが言えるかもしれない。派生して意識は
存在しないという究極の考え方も出てくるだろう。このように意識というのは複雑で、条件的な階層構
造になっているから、ときに自分でもコントロールが難しくなる。歌唱の上では、意識と無意識はやは
り「違う感覚」ととる演奏者が多いと思われるので、それを踏まえたうえで、（図３）は筆者が（図
１）と（図２）を組み合わせたものである。その階層構造は果てしなく広がり、また一方で果てしなく
縮まっていく。自己をこの図のように捉えることは、心とからだを緊張から解放し、自由になる発声法
の理想と一致し、また声を考えたとき「その音響は空間的な広がりを得ながら、聴き手や自らの内面に
響いていく」という在り様を示唆しているようにも捉えられる。歌う者の限りない発想を導いてくれそ
うだ。奇妙でありながら、興味深い図である。
???? ???? ????
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５．内面と外面
　筆者が歌唱の実際から感じられる、１つの相関関係がある。これまで見てきた意識と無意識の関係
は、「内面的なもの」と「外面的なもの」の関係と対応させることができるように感じられる。すなわ
ち、意識とは心が判断している、より内面的なものであるのに対し、無意識は外界からの刺激によって
一時的に生じた意識の裏側に存在している点で、外面的方向性を持っているように思われてならない。
意　識＝内面的性向をもつ
無意識＝外面的性向をもつ
　これを実際の歌唱に当てはめ、またその応用を考えてみたい。発声は体内の器官がそれぞれに連動し
てなされるが、体内の意識（ex. 筋肉などを意識するインボディに向かう意識）を持てば持つほど、そ
の運動は自然さ、柔軟さ、なめらかさを失い、結果的には思うようにはいかなくなるものである。入門
段階のレッスンにおいては、あえて体内を意識させ、眠った器官や筋肉を目覚めさせることが必要とも
思われるが、それを恒常的に行えば必ず行き詰まってしまうことは、大概の人が経験するところであ
る。したがって無意識の状態、すなわち発声の関わる器官の自然な運動を生みだそうとするなら、「外
面的なもの」を重視するべきである。具体的に挙げると、人体の最外殻である皮膚の感覚や、何らかの
アクションをすること（外界へ向かうこと）などが考えられるが、これらを歌唱の中に取り入れること
が有効だと考えられる。
６．実際の方法例
　ではその実際の方法を検討してみたい。意図的にアクションをすることは、確かに意識によってなさ
れるのであるが、歌唱中にそれをうまい形で取り入れられれば、歌唱にかかわる筋肉群の意識を無意識
なものにしてくれるだろう。このとき、どこを動かすかが問題である。人がいちばん集中して、また安
心して動かすことができるのは手である。よって、ここでは手を動かす方法を考えてみたい。
　手は「つかむ」ことに代表されるように動かす器官であるが、一方では別の重要な機能がある。外環
境の情報を「感じる」器官だということだ。手は身体器官のうちで最も敏感な皮膚であることがわかっ
ている。感覚の受容器としての働きをしている。そのセンサーは触覚だけではなく、圧・痛・温覚が複
合的に組み合わさっている。また手は身体の中では珍しく、有毛部と無毛部がある器官でもある。無毛
部（てのひら）は細かい作業をするために適した「能動的」な部分といえるだろう。作業をすることは
筋肉を動かす、すなわち筋肉を緊張させる動作である。筋肉の緊張と弛緩から考えると、歌唱において
は不必要な部位の緊張はなるべく避けたいところである。その緊張が連続すれば、発声に関連する他の
筋肉の運動に影響を与えてしまうからである。スムースに行かない筋肉の運動は、さらに身体を意識さ
せて、「意識と筋肉緊張の悪循環」を生む。したがって、筋肉の緊張に優位と考えられる掌部（無毛
部）をあえて使う方向性は、避けた方がよいというのが妥当な判断である。（もちろん、どのような部
位の運動も意識せずに行うことは可能である。だがここでは「意識されていない状態」に「集中」しや
すい部位を考える。）
　では、もう１つの面である有毛部（手の甲）に注目したい。有毛部にも無毛部と同様な非常に敏感な
受容器が備わっている。その中で特に敏感なものに、パチニ小体と毛受容器（図４）がある。パチニ小
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体は圧覚の受容器なので、手を動かす（アクション）だけでは感覚を働かせることはできない。毛受容
器は圧覚の受容器であるが、外部に毛を有しているので、手の甲を上から下に振り降ろして風を当てる
と、わずかに毛がなびいて、わずかな感覚が生じる。ごく微小な感覚であるが、毛受容器も相当に敏感
な受容器であり、集中すると感じることができる。そして、てのひらを上に向けて振り降ろす体勢は、
手の緊張をさせにくく、筋肉の解放状態（弛緩）を生みやすい。そしてこの運動は、皮膚よりも更に外
側にある毛の感触を感じるという、限りなく外面的性向をめざしている。したがって筋肉を弛緩させな
がら、身体の外面に意識をもっていき、内面（精神）が無意識になることを誘発する運動となるだろ
う。
　これに加え、次に呼吸の仕方も考慮に入れてみたい。
吸う＝筋肉の緊張
吐く＝筋肉の弛緩
であるから、これをこれまでの内容と大まかに関連づけてあらわすと
●　意　識＝内面的性向をしめす＝（意　識）＝筋肉の緊張＝てのひらが優位＝すう
○　無意識＝外面的性向をしめす＝（無意識）＝筋肉の弛緩＝手 の 甲が優位＝吐く
となる。発声上で有効だと考えられるのは上の○印のほうであり、この内容が自然な連動性をもって成
されなければならないだろう。しかるに手を振り降ろす速度についても、すばやく振り降ろした方が毛
がなびく感度が得られそうだと思われるが、実際はそうではない。すばやく振り降ろすと、筋肉は緊張
し、毛受容器の微小な感覚は全くといっていいほど得られなくなる。ひらひらと自然な速さで力を抜い
て降ろすと、毛がなびくことが最も感じられるのがわかる。このような自然な連動で成されるアクショ
ンは、歌唱中の無意識を生み出すことに有効であるが、これは方策の一例である。重要なことは歌唱と
いう「筋肉運動」を最も良好な状態（マックス・パフォーマンス）にするために、身体内の意識（イン
ボディ）から脱却し、「身体不在」（すなわち無意識）を作り出すことである。そのために、ここでは外
面的性向の強い、しかも筋弛緩性のあるアクションを考えた。なおこれは、歌唱している連続のなか
???????????????????????????
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で、客観的視点を無意識に向けることであり、歌唱自体をやめる（あるいは運動を減少させる）方向性
とは違う。
７．対立的な二項のとらえかた
１）原因と結果
　私たちの日常の思考は、「スイッチをオンにしたから→電気がつく。」という原因と結果の理解をして
いる。これは当然であり、理性的である。しかし私たちは、この理屈の順番を錯覚しているのかもしれ
ない。電気の存在は紀元前から認められていた。当時はただ、琥珀（コハク）を擦るとホコリがつくこ
とが知られていた。ここで考えたいのは、最初にそのことに気づいた人は、ホコリがついた（ついてい
た）現象を見て、擦ることを見出したのであるはずで、初めから「擦ればホコリがつく」ということを
知っていた訳ではない。この出来事は、ホコリがついたことから始まったのである。考えてみれば、そ
もそも電気がつかなければ（電気の現象がなければ）電流という存在はなかっただろうし、スイッチな
ど当然存在しなかっただろう。そう考えると「電気がつくからスイッチを入れる」とする考え方のほう
が正しいように思える。したがって、その出来事が生じた時間的な順を追うならば、私たちが納得して
いるところの原因→結果ではなく、結果→原因という順番こそ自然の在り様であるともいえる。少なく
とも新しいことの発見はいつもこの手順である。物事の始まりは結果から始まっている。こうしてみる
と、私たちの感覚で「擦ること」は原因ともなり、結果ともなる。そう考えると、因果律は単に人間が
自己を説得するための論理なのかもしれない。因果律は必ずしも科学的な実証性をもたないところは広
く知られているが、少なくとも私たちの脳はそれを好む傾向があることは事実である。歌唱の主体者と
しては、自身の声に対してそのような捉え方する傾向のある自分を冷静に見つめることが必要である。
これに関連したことで、鷲田は次のようにいっている。「なにかあらかじめ内面の声というべきものが
あって（たとえば感情）、それが声として外に表出されるのではない。声ははじめから他者に向けて送
られる。他者に届けるということが声のふるまいである」２）。自己の内面（原因）を表現するために何
かアクション（結果）をする―これは私たちの脳内のロジックである。しかし実際の順番は、実際のク
リエイティブな場面を辿ればわかるように、絵を書いたら内面が出てきたり、カラオケを歌うとその気
持ちが湧いてくるのではあるまいか。内面の意識より先に行動があるのだ。しかるに、人は「声が出る
から歌う」という感覚が、純粋な歌唱の過程であり、自然なありさまといえよう。そういう認識をする
と、確かに意識的な身体の力みは生じにくい。いわゆる「声まかせ」の感覚である。
２）「ある」と「ない」
　物質の存在様相を最先端で研究している理論物理学では、物質を構成している最小の単位を見出すの
に思索をしている。極微小な素粒子世界はその存在を未だ単体で見ることができない。素粒子の模型の
ような実物を映すことはできないのである。目では明確に確かめられないものを、その現象性から矛盾
のないように推測して行くのが科学の始まりである。言い換えれば、先端科学はイマジネーションの世
界だろう。理論とは、人間が造ったものであるから、後に反証されたりもする。素粒子の概念は現時点
で、点もしくは線で考えられるようだが、点は長さを持たず、線は太さを持たない。したがって単体で
は目には見えない。しかし、私たちの意識（理性）は、存在するならば軌跡や集合体ではなく、時を止
めて単体の素粒子を「見たい」という無理な要求をする。この目で確認したいという気持ちが働く。し
かし見ることに答えが見つけ出せないと、「思考する」のである。「見たい」という「無理な」理性の要
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求を納得させるために、私たちは物事の理論化を進めたいのだとも考えられる。そうして、自らを納得
させようとしているのかもしれない。
　ここで有無の判断について考えたい。たとえば、ごくわずかな匂いが、ある人には感じられ、ある人
には感じられなかったりする。そこで精密な測定器で測定できた場合にはその匂いは「ある」こととさ
れる。しかしその測定器が壊れていて、別の測定器がゼロ値を示した場合には「ない」（気のせいだった
など）と考える。どちらが正しいのか、実際はわからない。しかしながらそうして脳は納得しているの
である。稚拙な例のようだか、人間の脳はこのような認識をしているものだから、人間が及ぼす行為に
も両面性が生じるのである。その両面性は「曖昧」とか「臨機応変」などという名で私たちと常に共存
している。教育においても、その人の才能をあるとするか、ないとするかは曖昧である。才能は人の心
が「ある」ものにしていくのかもしれない。あるとすれば「ある」だろうし、ないとすれば「ない」の
だろう。それを語ることは無意味でもある。ここで、しばしば私たちを脅かす不安も、あるといえばあ
るし、ないといえばない。人間は自らの意識の中で、その存在を認めるかどうかによってその存在を決
定しているという「曖昧」なものである。脳のシステムも、このように曖昧な機能で働いているという
ことを前提にして、自己を眺めることが意識・無意識の把握とその活用に必要なのではないだろうか。
８．メビウスの輪
　これまで述べたような、意識と無意識、原因と結果、「ある」と「ない」といったような、一見対立
した２つの側面を空間的にあらわしているものにメビウス３）の輪がある（図５）。
　メビウスの輪は１本の帯を180度ひねって輪をつくったものである。その興味深いところは、表から
出発してその面をたどっていくと、裏になってしまうことである。どこから裏になったのか分からな
い。そして更に先へたどると、また表に戻ってくる。つまり、その面は表であり、裏であるという意味
である。言い換えると、表と裏は同じだ、あるいは、表も裏も「存在しない」といえる。しかし、ある
地点で止まってみると、そこには両面が存在している。そこに時間の流れができると、それは裏と表の
無限の連続性を持つ。その存在様相を眺めたとき、そこが「表なのか」「裏なのか」のという質問に
は、解がないことは明らかである。しかし私たちの思考は「表か」「裏か」というふうに、眼前の状態
を決
・
め
・
た
・
い
・
のだが、その思考（理性）が納得されないと、満足ができない。すなわち理性が自分を苦し
めていることがしばしばある。メビウスの輪を「ありのまま」とらえるなら「解なし」ということである。
　これまでを振り返ると、表と裏、有と無、原因と結果、意識と無意識、吸うと吐く、といった対立関
係にある２つを捉える際には、時間の流れを止めて考えることはできない。止めたときに対面は「反
対」として現れる。止めて考えること（解を求めること）は、それ自体を不成立にし、思考を破滅に導
??????????
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く。歌唱において考えても、よく流れるイメージ（あるいは循環するイメージ）が良いものとして強調
されることが多い（特にブレスがそうである）。身体の運動意識と、ブレスの流れは、決して止まって
はならない。ここにはその意味が暗示されているように思う。また、演奏中に、今の自分の声が「良い
か、悪いか」ということに留まってしまうと、失敗のまま終わるということは、誰しもが経験的に知っ
ていることだ。
９．白隠の禅画とメビウスの輪
　メビウスは「メビウスの輪」の発見を1865年に発表したが、それよりも約100年前に日本の禅僧、白
はく
隠
いん
４）は、それをすでに禅画の中に描いていた（図６）。中心の人物（布
ほ
袋
てい
５））が一枚の紙をひねってメ
ビウスの輪を作っている。
　そこには次の文字（賛
さん
６））が書かれている。その内容は、
　　在青州作一領、布衫重七斤　　　
　　青洲に在って一領の布
ふ
衫
さん
を作る、重きこと七
しち
斤
きん
　「私は故郷の青州で一着の麻衣を作った、その重さは七斤（約４kg）もあった」という意である。こ
の出典は、中国宋代おける禅宗の代表的な公安集「碧
へき
巌
がん
録
ろく
７）」で、公安８）とは、いわゆる禅問答のこと
である。この文はある質問に対する答えである。その質問とは、次ものである。ある僧が名高い僧に聞
く「万法は一に帰す、一は何
いず
れのところにか帰す」（あらゆるものは一つに帰着するというが、その一つ
はどこに向かうのか）と尋ねた。それに対する高僧の答えが、先のくだりだ。一体この答えはどういう
ことを意味しているのだろうか。様々な解釈があるが、筆者はこう解す。質問の「あらゆるもの」と
「一つ」は対極にあり、答えの「一着の麻衣」と「七斤」も対極にある。質問と答えに、どちらにも
「一」という数が置かれている。したがってこの数は対応しているように思われる。
質問　「あらゆるもの」は「一つ」へ向かい
　　　　　　　　　　　　
答え　「一枚の麻衣」　は「七斤」もある（重いものである）
??????????????
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　一見対極にある「一枚の麻衣」という軽そうな物も、それを裏返せば「七斤」と大変重く、それらは
同一のものである。また、布袋は紙をひねり、「布衫重きこと七斤」の部分を裏にしているのである。
しかし表と裏は同じ面に至る。白隠は、その裏となった文字を、天地を逆さまにし左右を反対にして忠
実に描いた。そこには「裏から見た」という構図を意図的にしたことがわかる。数学者メビウスに1世
紀も先立ち、そのメビウスの輪と同じモデルを用いて、人間が生きる上での「表と裏の関係」をユーモ
ラスに描いたのだ。そして白隠の絵には人間がいる。真ん中に立つ人間（布袋）がメビウスの輪を作り
上げ、それを覗き込んでおり、その中には小さな人間たちが見える。察するに、「あらゆるものは自分
が造った認識（表裏の入れ替わる輪）で眺めている世界であり、その世界は表と裏が同じである」とい
うことを表したのであろう。
　ここで興味深いことに、白隠の禅はその呼吸法で近年注目されつつある。（筆者も初めはそれが目的
であった。）その中には「物事の曖昧さ」こそ物事の本質であるという考え方がある。そこから緊張を
なくし、深くリラックスした呼吸を生じさせていくのが禅呼吸である。深い呼吸はストレスを解き、精
神を安定させ、免疫力などの身体機能を高める。そしてそれには脳内のセロトニン神経９）の働きが深く
関わっている。セロトニンは、なにか特別の働きをするのではなく、脳全体のバランス取るだけだとい
う。セロトニン神経は、いわば脳内オーケストラの指揮者の役割を担う。快楽や意欲を生じさせるドー
パミン９）や、意識を覚醒しストレスを生じさせるノルアドレナリン11）の両極的な作用が独走するのを食
い止め、均衡をもたらす。両極に流されず、安定・充実した感覚がセロトニン神経によってもたらされ
るのである。このように極に寄らず中庸を行くというのは、禅の考え方と非常に近い感覚ではないか。
　セロトニン神経の働きを促すには「呼吸」「歩行」「咀しゃく」が有効であることが大脳生理学の研究
から明らかになっている。確かにどれも気分転換の作用をする。そしてその特徴はリズミカルな運動で
ある。しかし、それだけではセロトニン神経は刺激されないという。有田は次のように言っている。
「重要なのは、言語や理性に関わる大脳皮質（左脳）を抑制し、呼吸だけに意識を集中することであ
る」12）。理性から心をそらすために呼吸のイメージをするのである。理性もイメージもどちらも「意
識」である。つまり意識をそらすために意識をするのだ。意識（大脳の前頭前野）で意識（大脳の前頭
前野）をごまかし、より内面の意識を空にする。禅呼吸はそのような「脳内トリック」を作り出す方法
でもあり、そのためのイメージングを兼ね備えた呼吸法であるのだろう。呼吸が最重要な要素となる歌
唱においても、その応用には多くの機知を与えてくれると思う。
10．まとめ
　あるかないか、意識か無意識か、という対立的な二極に関して、そのどちらであるのかを判断しよう
とする二元的（二極的）な考え方は、実体の把握の方法として次元的に不足があるのかもしれない。不
足であるか否かはさておいても、私たちの脳はそういう曖昧性をもっている。意識しているのか、して
いないのかもわからない時間の連続である。そんな中で身体の筋肉をマックス・パフォーマンスさせる
にはどうしたらよいか、歌唱を中心に考えてきた。少なくとも、時を止めてその片側が何を意味するの
かを判断することは、実体と異なっていくことであり、破たんが生じる。歌において、それをどちらと
も決めず、どちらでもあり、どちらでもない、というふうに自己の行為をとらえることは、意識と無意
識の無限連鎖的な構造を「瞬時に」把握していることと同じように思われる。流れる時間の中において
は、認識というものが多次元化されていることが、揺れ動く自然に調和した人間の姿かもしれない。歌
は揺れ、意図なき方向に歌い手と聴き手を導いて行く。それが生きた音楽（ライブ）なのだろう。その
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根底には「歌いたい」という無意識の意識だけが、おのずと湧き出ている。
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